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卒業論文の指導のための合宿も行っていた。 3年次の春休みと 4年次の夏休みに 2泊
で，他のゼミと合同で行った。発表とディスカッションはゼミ単位ではなく，学生の論
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文のテーマによって分けて，春の合宿ではなるべく自分のゼミの所属ではない学生を指
導するようにした。最初のうちは午前 9時から食事をはさんで午後 9時頃まで行ってい
たが，夕食後の指導は生産性がないということで取りやめ，夕食後は各自発表の準備を
したり，教員が飲酒している部屋で質問をしたり雑談する時間とした。この合宿は他の
学生がどういうテーマでどのように卒論に取り組んでいるのか，どのくらい進んでいる
のか，また自分のゼミの担当教員以外の教員のアドバイスを受けることができるという
点で効果があったと思える。
当時の学生は入学するとすぐに運転免許を取得し，車を所有するものが多かった。そ
の車の大半は中古車でかなり年期の入ったものも多かった。大学の学生用駐車場はいつ
も満杯で，大学も駐車場の使用にいくつかの条件を付けていたが，すぐに一杯になった。
近隣のお宅から違法駐車に対する苦情も増えて，大学は駐車場の確保に大変だったよう
である。その一方でシャトルバスはいつも空席が多い状態で運行していた。朝早いゼミ
によく遅刻する学生にその理由を尋ねてみると，夜間遅くまでアルバイトをしていて朝
起きられないためという。そしてなぜお金が必要なのか尋ねると，ガソリン代がかかる
からと答えた。最近卒業生にその当時のことについて聞いてみると，この近辺を車で夜
通し走り回っていたようである。近頃は若者の車離れも言われるようになり，車を所有
する学生はめっきり少なくなった。
こう振り帰ってみると，平成の30年で大学も学生たちも大きく変わり隔世の感がある。
この 5月から新しい元号に変わるが，大学を取り巻く環境も入試制度をはじめとして
大きな変革がなされるようである。しかし平成30年間で得られた知見を見つめ直し，前
向きに取り組むことで社会学部はさらなる発展が見込まれる。とくに混迷を深める時代
こそ，社会学の出番である。先生方の力によって新生社会学部の新しい道が切り開かれ
んことを祈念する。
